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ト」掲載 210 事例（2019 年 11 月時点）から，農山村地域資源の多面的活用 33 事例を抽出
し，廃校施設の所有や運営の形態に関する情報を得られた 26 事例を考察したところ，譲渡
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工場誘致に繋がり，白ハトが工業団地より価格が安い小学校跡地を希望したことから廃校活









上は年間約 1 億円，出荷組合員 1 人当たり年約 40 万円の所得向上を実現している（2018）。




































































審 査 報 告 概 要 
 
本論文は，人口減少の典型地域である農山村地域の廃校問題を取り上げ，廃校研究におけ
る近代日本教育史および近代日本学校建築史から廃校小学校が備える地域的価値を導出し，
全国の廃校活用事例の実態分析から，廃校小学校が経済・社会両面における地域活性化拠点
として新たに再生が可能であることを実証的に解明したものである。廃校活用による地域活
性化の実現における重要項目として，第一に内発的な活用主体として自治体等の存在，第二
に農山村地域に存在する地域資源の多面的活用，第三に外部人材等の民間知見の活用，第四
に都市住民と地域住民との新たなネットワーク形成，第五に局地的地域経済の再構築と雇用
創出，第六に廃校施設の所有・管理と運営の適正化が重要であることを明らかにした。 
本論文は生物産業における地域資源を活用した地域活性化研究において廃校活用の重要
項目を解明した研究であり，よって審査員一同は博士（経営学）の学位を授与する価値があ
ると判断した。 
